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一
、
は
じ
め
に

東
洋
文
庫
内
岩
崎
文
庫
に
『
論
語
集
注
』
上
・
下
計
二
冊
が
蔵
さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
論
語
集
注
』
の

同
版
の
資
料
と
し
て
、
榮
野
川
・
高
津
（1996

）
で
紹
介
さ
れ
た
も

の
で
１
、
数
少
な
い
琉
球
版
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
本
書
に
は
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
の
高
い
言
語
的
価

値
に
つ
い
て
は
中
野
（2022

）
で
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
こ
の
資
料
の
一
部
を
影
印
と
し
て
書
誌
情
報
を
付
加
し
た
う
え

で
紹
介
し
た
い
。

東
洋
文
庫
内
岩
崎
文
庫
蔵
『
論
語
集
注
』
影
印
（
一
部
）

　
　

中　

野　

直　

樹

　
二
、
書
誌
情
報

　

以
下
、
本
書
の
書
誌
を
示
す
２
。

〔
装
訂
〕
袋
綴
じ

〔
冊
数
〕
二
冊
（
上
・
下
各
一
冊
）

〔
綴
じ
目
〕
四
ツ
目
、
綴
じ
糸
は
紫
色

〔
寸
法
〕［
表
紙
］	

上
巻26.3cm

×18.7cm

、下
巻26.3cm

×18.6	
cm

	

［
匡
郭
］	

上
巻21.1cm

×16.1-16.4cm

、
下
巻21.2cm

×16.3-16.4cm

＊
匡
郭
は
い
ず
れ
も
単
辺
。

＊
下
巻
の
巻
六
前
半
の
み
匡
郭
の
縦
が20.8cm

と
な
っ
て

い
る
。

〔
料
紙
〕
楮
紙

〔
表
紙
〕
原
表
紙
、
焦
茶
色
、
文
様
無
し
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〔
外
題
〕	

左
上
打
付
書
き
、「
四
書
集
註　

上　

論
語
」「
四
書
集
註

　

下　

論
語
」　

い
ず
れ
も
墨
筆
。
上
冊
の
み
表
紙
中
央

上
部
に
朱
筆
で
「
論
語
」
と
大
書
あ
り
。

〔
内
題
〕
論
語

〔
柱
題
〕
論
語

〔
刊
写
年
次
〕
江
戸
時
代
後
期
か
。

〔
残
存
〕
論
語
の
み
現
存
。
表
紙
に
「
共
八
本
」
と
あ
る
の
で
元
は

揃
い
か
。

〔
保
存
〕
良

〔
容
器
〕
一
帙

〔
序
跋
〕
無
し

〔
本
文
紙
数
〕
上
冊
八
十
八
丁　
　

下
冊
八
十
丁

　
　

＊
上
下
冊
と
も
遊
紙
無
し
。

〔
見
返
し
〕
下
冊
表
紙
見
返
し
に
「
寅
二
月
朔
日
御
讀
取
」
と
あ
り
。

【
図
１
】

〔
行
数
〕
九
行
十
七
字
。

〔
書
入
〕
片
仮
名
（
墨
筆
の
み
。
稿
末
影
印
参
照
）

〔
蔵
書
印
〕「
雲
邨
文
庫
」（
上
冊
最
終
丁
ウ
左
下
・
下
冊
最
終
丁
ウ

左
下
。
い
ず
れ
も
朱
筆
）【
図
２
】

「
宜
野
湾
御
殿
」（
上
冊
一
丁
オ
右
下
・
下
冊
一
丁
オ
右

中
。
い
ず
れ
も
朱
筆
）【
図
３
】

＊
「
雲
邨
文
庫
」
は
和
田
維
四
郎
氏
３
、「
宜
野
湾
御
殿
」
は

尚
寅
４
の
も
の
で
あ
る
。

〔
そ
の
他
〕

・
刊
記
、
奥
書
な
し
。

・
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
同
版
だ
が
、
刷
の
状
態
か
ら
こ
ち

ら
の
方
が
初
印
に
近
い
も
の
と
判
断
す
る
。

（2021

年
11
月
４
日
、2021

年
12
月
17
日
調
査
）

【
図
１
】
下
冊
表
紙
見
返
し
書
き
込
み

【
図
２
】
和
田
維
四
郎
蔵
書
印

文
学
士
武
藤
長
平
氏
の
「
琉
球
訪
書
志
」
歴
史
地
理
第
廿
九
巻
第
二
号
に

琉
球
板

四
書
集
註　

嘉
永
二
年　

と
あ
り
又

琉
球
板
の
「
四
書
集
註
」
及
び
「
四
書
俚
諺
鈔
」
の
板
木
が
尚
侯
爵
邸
に
あ
り
「
童
子
摭

談
」
の
版
木
が
浦
添
家
に
あ
る
に
関
ら
ず
其
等
の
書
籍
が
一
向
残
つ
て
居
な

い
の
を
遺
憾
に
思
ふ

な
ど
有
之 

い
（
マ
マ
）

 

本
書
は
琉
球
の
「
宜
野
湾
御
殿
」
の
押
印
有
之
多
分
琉
球
版
な
ら
ん
と

存
候

　

こ
れ
が
樋
口
氏
の
メ
モ
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
氏
が
東
洋
文

庫
研
究
員
と
な
っ
た
大
正
十
三
年
（1924

）
頃
に
は
、
本
書
が
琉
球

版
の
資
料
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
メ
モ
と
い
う
形

で
は
あ
る
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

　
参
考
文
献

上
田
正
昭
・
西
澤
潤
一
・
平
山
郁
夫
・
三
浦
朱
門
監
修
（2001

）『
日

本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社

榮
野
川
敦
・
高
津
孝
（1996

）「
琉
球
板
『
論
語
集
注
』
に
つ
い
て
」

『
汲
古
』（
30
）
汲
古
書
院

中
野
直
樹（2022

）「
琉
球
に
お
け
る
漢
文
訓
読
の
実
態
―
琉
球
版『
論

語
集
注
』
に
よ
る
―
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』（
149
）
訓
点
語
学
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【
図
３
】
尚
寅
蔵
書
印

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
宜
野
湾
御
殿
」
の
蔵
書
印
で
、
こ
れ
は
榮

野
川
・
高
津
（1996

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
尚
泰
の
次
男
で
あ
る

尚
寅
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
奥
書
等
が
無
い
こ
と
か
ら
、
誰
が

本
書
に
加
点
し
た
の
か
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
中
野
（2022

）

で
下
冊
見
返
し
の
「
寅
二
月
朔
日
御
讀
取
」
と
い
う
書
き
込
み
と
蔵

書
印
か
ら
、
本
書
の
訓
点
加
点
者
が
尚
寅
で
あ
っ
た
可
能
性
に
言
及

し
た
。

　

本
書
と
同
じ
帙
に
メ
モ
が
一
枚
挟
ま
れ
て
お
り
、
榮
野
川
・
高
津

（1996

）
は
こ
の
メ
モ
が
樋
口
慶
千
代
氏
５
の
も
の
と
し
て
い
る
が
、

メ
モ
自
体
に
署
名
は
無
く
、
根
拠
は
分
か
ら
な
い
。
次
に
そ
の
メ
モ

の
全
文
を
示
す
（
行
送
り
等
本
文
マ
マ
）。

文
学
士
武
藤
長
平
氏
の
「
琉
球
訪
書
志
」
歴
史
地
理
第
廿
九
巻
第
二
号
に

琉
球
板

四
書
集
註　

嘉
永
二
年　

と
あ
り
又

琉
球
板
の
「
四
書
集
註
」
及
び
「
四
書
俚
諺
鈔
」
の
板
木
が
尚
侯
爵
邸
に
あ
り
「
童
子
摭

談
」
の
版
木
が
浦
添
家
に
あ
る
に
関
ら
ず
其
等
の
書
籍
が
一
向
残
つ
て
居
な

い
の
を
遺
憾
に
思
ふ

な
ど
有
之 

い
（
マ
マ
）

 

本
書
は
琉
球
の
「
宜
野
湾
御
殿
」
の
押
印
有
之
多
分
琉
球
版
な
ら
ん
と

存
候

　

こ
れ
が
樋
口
氏
の
メ
モ
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
氏
が
東
洋
文

庫
研
究
員
と
な
っ
た
大
正
十
三
年
（1924

）
頃
に
は
、
本
書
が
琉
球

版
の
資
料
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
メ
モ
と
い
う
形

で
は
あ
る
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

　
参
考
文
献

上
田
正
昭
・
西
澤
潤
一
・
平
山
郁
夫
・
三
浦
朱
門
監
修
（2001

）『
日

本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社

榮
野
川
敦
・
高
津
孝
（1996

）「
琉
球
板
『
論
語
集
注
』
に
つ
い
て
」

『
汲
古
』（
30
）
汲
古
書
院

中
野
直
樹（2022

）「
琉
球
に
お
け
る
漢
文
訓
読
の
実
態
―
琉
球
版『
論

語
集
注
』
に
よ
る
―
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』（
149
）
訓
点
語
学
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会
真
栄
平
房
敬
（1983

）「
尚
寅
」『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
沖
縄
タ
イ
ム

ス
社

東
洋
文
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.toyo-bunko.or.jp/library3/

shozou/w
adat.htm

l

（
最
終
閲
覧
日2022/07/31

）

　

使
用
文
献

（
公
財
）
東
洋
文
庫
蔵
『
論
語
集
注
』（
岩
崎
文
庫
、
三
‐
Ｃ
‐
31
）

　
　

注

１　

榮
野
川
・
高
津
（1996

）
で
は
、
本
書
の
存
在
を
斯
道
文
庫
の

高
橋
智
氏
よ
り
知
ら
さ
れ
た
と
あ
る
。

２　

中
野
（2022

）
に
も
本
書
に
つ
い
て
の
簡
単
な
書
誌
情
報
が
あ

る
。

３　

和
田
維
四
郎　

わ
だ
つ
な
し
ろ
う1856

－1920　

鉱
物
学
者
。

福
井
県
。
日
本
鉱
物
学
の
先
覚
者
で
、地
質
調
査
の
基
礎
を
確
立
。

わ
が
国
で
最
も
完
全
な
鉱
物
標
本
を
作
る
。
著
書
に
『
日
本
鉱
物

誌
』『
日
本
鉱
物
資
料
』
等
。
ま
た
、
古
書
の
蒐
集
に
も
努
め
、

図
録
『
訪
書
余
録
』
を
編
纂
。
号
は
雲
村
。
岩
崎
久
弥
の
和
古
書

蒐
集
に
お
け
る
顧
問
的
存
在
。「
雲
村
文
庫
」
は
岩
崎
を
経
て
東

洋
文
庫
に
収
む
。（
東
洋
文
庫
HP
に
よ
る
）

４　

尚
寅　

1866.10.16

～1905.2.17

（
慶
應
２
～
明
治
38
）
公
同

会
運
動
の
推
進
者
の
一
人
。最
後
の
琉
球
王
で
あ
る
尚
泰
の
二
男
、

宜
野
湾
朝
広
。
童
名
は
思
樽
金
。
母
は
王
妃
章
氏
佐
敷
按
司
加
那

志
思
戸
金
。1875

年
（
明
治
８
）
宜
野
湾
間
切
を
賜
り
、
宜
野

湾
御
殿
を
創
立
。
79
年
14
歳
の
と
き
廃
藩
置
県
に
あ
い
、
父
王
に

従
っ
て
上
京
。（
中
略
）
漢
籍
に
精
通
し
、
音
楽
を
能
く
し
、
書

道
に
も
堪
能
な
王
子
と
し
て
知
ら
れ
る
。
自
筆
の
書
と
愛
用
の
筆

硯
は
首
里
城
内
の
郷
土
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た（「
尚
寅
」（
真

栄
平
房
敬
執
筆
）『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
に
よ
る
）。

５　

樋
口
慶
千
代　

ひ
ぐ
ち
よ
し
ち
よ1879

－1956　

大
正
―
昭

和
時
代
の
国
文
学
者
。
明
治
12
年
９
月
１
日
生
ま
れ
。
郷
里
広
島

県
の
福
山
中
学
教
諭
、
東
京
帝
大
図
書
館
司
書
を
へ
て
大
正
13
年

東
洋
文
庫
研
究
室
員
と
な
る
。
の
ち
立
正
大
講
師
、
日
大
教
授
。

文
部
省
図
書
館
職
員
養
成
所
で
和
書
を
講
じ
た
。
昭
和
31
年
６
月

８
日
死
去
。
76
歳
。
東
京
帝
大
第
一
教
育
養
成
所
卒
。
著
作
に「
近

松
語
彙
」「
近
松
時
代
」
な
ど
。（『
日
本
人
名
大
辞
典
』
に
よ
る
）

　

付
記

　

資
料
閲
覧
・
掲
載
に
際
し
て
東
洋
文
庫
当
局
よ
り
御
許
可
を
賜
り

ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、JSPS

科
研
費「
琉
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球
に
お
け
る
漢
文
訓
読
に
関
す
る
研
究
」（20K

13058

）
の
助
成
を

受
け
て
い
ま
す
。

（
な
か
の
・
な
お
き　

本
学
教
員
）

　

影
印
（
一
部
）

　

今
回
は
事
情
に
よ
り
全
体
の
影
印
の
掲
載
は
で
き
な
い
の
で
、
本

書
の
本
文
の
う
ち
訓
点
加
点
箇
所
の
み
を
掲
載
す
る
。
掲
載
す
る
箇

所
は
上
冊
「
学
而
」
冒
頭
か
ら
三
丁
分
で
あ
る
。
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